
税
収
減
の
一
方
で 

歳
出
は
約
10
兆
円
の
増
加

　

基
礎
的
財
政
収
支
と
は
、
今
年
度

の
政
策
的
経
費
が
今
年
度
の
税
収
で

賄
い
き
れ
る
か
を
示
す
も
の
だ
。
こ

の
収
支
が
赤
字
だ
と
、
政
策
的
経
費

は
税
収
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
国

債
を
増
発
し
て
賄
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

今
年
度
の
政
策
的
経
費
は
、
い
ま
を

生
き
る
国
民
が
恩
恵
を
享
受
す
る
も

の
だ
が
、
そ
の
経
費
を
今
年
度
の
税

収
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
ず
に
一
部
を

借
金
で
賄
う
な
ら
、
そ
の
負
担
は
将

来
の
国
民
に
付
け
回
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

　

安
倍
内
閣
は
、
２
０
２
０
年
度
に

国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政

収
支
を
黒
字
化
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。
昨
年
６
月
、
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
上
げ
を
19
年
10
月
に

延
期
す
る
こ
と
に
し
た
際
も
、
20
年

度
の
財
政
健
全
化
目
標
は
堅
持
す
る

と
明
言
し
た
。

　

今
年
の
１
月
25
日
、
内
閣
府
は

「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試

算
」（
以
下
、「
中
長
期
試
算
」）
を

公
表
し
た
。
中
長
期
試
算
は
、
こ
れ

か
ら
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
経
済
財

政
政
策
に
よ
っ
て
、
今
後
の
日
本
経

済
や
財
政
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て

の
見
通
し
を
示
し
た
も
の
で
、
年
２

回
改
訂
さ
れ
る
。
今
回
は
17
年
度
政

府
予
算
案
を
国
会
に
提
出
し
た
時
期

に
合
わ
せ
て
、
そ
の
予
算
案
を
ふ
ま

え
て
試
算
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
長
期
試
算
の
一
つ
の
焦
点
は
、

20
年
度
の
財
政
健
全
化
目
標
が
、
達

成
可
能
か
否
か
で
あ
る
。
20
年
度
の

基
礎
的
財
政
収
支
は
、
昨
年
７
月
に

安
倍
晋
三
内
閣
は
、
２
０
１
５
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
で
、
20
年
度
に
国
と

地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒
字
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
だ
が
、
内
閣
府
が
今
年

１
月
25
日
に
公
表
し
た
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
に
お
い
て
、
名
目
経
済
成
長
率
が
今
後
３

％
台
後
半
で
推
移
す
る
と
予
測
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
20
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
が
８
・
３
兆
円
の
赤

字
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
国
民
の
間
で
財
政
健
全
化
目
標
へ
の
悲
観
が
広
が
っ
た
が
、
過
去
の
歳
出
動

向
を
み
れ
ば
、
収
支
改
善
努
力
に
よ
る
20
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
に
は
、
ま
だ
実
現
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ま
の
段
階
で
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
を
け
っ
し
て
あ
き
ら
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
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第
６
位
の
地
銀
グ
ル
ー
プ
が

誕
生
へ

　

統
合
す
る
３
行
は
、
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
の
下
に
新
設

さ
れ
る
中
間
持
株
会
社
（
新
統
合
会
社
）
の
完
全

子
会
社
と
な
る
。
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
は
新
統
合
会
社
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
連
結
子
会
社
と
し
、

Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
は
議
決
権
の
20
％
以
上
を
有
し
て
持
分

法
適
用
会
社
と
す
る
。
現
在
、
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
は
近

畿
大
阪
銀
行
を
１
０
０
％
子
会
社
と
し
て
お
り
、

三
井
住
友
銀
行
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
は
み
な
と
銀
行
の

議
決
権
の
44
・
97
％
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
の
議

決
権
の
49
・
36
％
を
保
有
す
る
が
、
新
統
合
会
社

の
経
営
の
主
導
権
は
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
が
も
つ
と
と
も

に
、
新
統
合
会
社
は
上
場
会
社
で
も
あ
る
た
め

「
必
要
な
独
立
性
を
確
保
す
る
」（
り
そ
な
Ｈ
Ｄ

の
東
和
浩
社
長
）
と
い
う
。

　

統
合
に
よ
り
総
資
産
は
11
・
４
兆
円
と
な
り
、

地
銀
グ
ル
ー
プ
と
し
て
第
６
位
。
３
行
は
統
合
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
と
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
経
営
統
合
に
関
す
る
協
議

を
行
っ
て
い
く
。
９
月
ご
ろ
ま
で
に
最
終
契
約
を

締
結
し
、
来
年
４
月
の
経
営
統
合
を
目
指
す
。

　

と
も
に
大
阪
を
地
盤
と
す
る
関
西
ア
ー
バ
ン
銀

行
と
近
畿
大
阪
銀
行
の
店
舗
数
は
合
計
で
２
７
３

カ
店
。
そ
の
う
ち
、
大
阪
府
内
で
「
40
数
カ
店
は

非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
」（
関
西
ア
ー
バ
ン

銀
行
の
橋
本
和
正
頭
取
）
と
い
い
、
店
舗
の
重
複

を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
最
終
契
約
の
締
結
ま
で

に
２
行
の
合
併
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
一

方
、
み
な
と
銀
行
は
兵
庫
県
で
「
県
民
銀
行
」
と

し
て
の
地
盤
が
あ
り
、
り
そ
な
銀
行
等
と
の
店
舗

の
重
複
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
単
独
運
営
を
維
持

す
る
方
針
だ
。

新
統
合
会
社
の
位
置
付
け
は

は
っ
き
り
せ
ず

　

ち
ょ
う
ど
14
年
前
の
２
０
０
３
年
３
月
３
日
。

こ
の
日
は
「
り
そ
な
銀
行
と
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が

営
業
を
開
始
し
た
日
」（
東
社
長
）
だ
っ
た
。
り

そ
な
Ｈ
Ｄ
は
同
年
に
公
的
資
金
の
注
入
を
受
け
、

15
年
に
完
済
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
個
人
・
中
小

企
業
の
顧
客
に
特
化
す
る
「
リ
テ
ー
ル
金
融
サ
ー

ビ
ス
モ
デ
ル
」
の
構
築
を
進
め
て
き
て
お
り
、
今

回
の
統
合
を
通
じ
て
、
み
な
と
銀
行
や
関
西
ア
ー

バ
ン
銀
行
の
顧
客
に
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拡
大
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
。

　

統
合
に
関
係
す
る
各
行
に
つ
い
て
東
社
長
は
、

「
相
互
に
補
完
で
き
る
理
想
的
な
関
係
」
と
話
す
。

確
か
に
「
各
行
の
顧
客
層
の
重
な
り
は
限
定
的
」

（
関
西
の
地
銀
幹
部
）
の
よ
う
だ
。
ま
た
、「
り

そ
な
Ｈ
Ｄ
に
と
っ
て
は
兵
庫
県
と
（
旧
び
わ
こ
銀

行
の
地
盤
で
あ
る
）
滋
賀
県
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広

が
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

（
統
合
行
の
関
係
者
）
と
の
声
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
新
統
合
会
社
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
多
い
。
統
合
す
る

３
行
は
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、「（
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
）
舞
台
裏
は
同
一
に
し
て
効
率
性

を
上
げ
て
い
く
」（
東
社
長
）
方
針
だ
。
し
か
し
、

み
な
と
銀
行
や
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
が
、
り
そ
な

Ｈ
Ｄ
の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
り
そ
な
銀
行
や

埼
玉
り
そ
な
銀
行
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
投
資
等
を
行
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
サ
ー

ビ
ス
や
事
務
の
効
率
性
に
は
違
い
が
出
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

近
畿
大
阪
銀
行
に
目
を
向
け
る
と
、
数
年
前
に

は
グ
ル
ー
プ
内
か
ら
の
切
り
離
し
が
検
討
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
「
リ
テ
ー
ル
金

み
な
と
銀
行
（
神
戸
市
）、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
（
大
阪
市
）、
近
畿
大
阪
銀
行
（
大
阪
市
）
の

３
行
の
経
営
統
合
に
関
し
て
、
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）、
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
）
を
含
め
た
５
社
が
３
月
３
日
、
基
本
合
意
し
た
。
り
そ
な
Ｈ
Ｄ

は
関
西
に
お
け
る
顧
客
基
盤
強
化
を
企
図
す
る
が
、
新
統
合
会
社
が
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
の
な
か

で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
一
方
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
は
国

際
金
融
規
制
の
強
化
に
よ
り
、
地
銀
戦
略
の
見
直
し
の
決
断
を
後
押
し
さ
れ
た
か
た
ち
だ
。

り
そ
な
Ｈ
Ｄ
と
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
の
思
惑
が
交
錯
す
る

傘
下
地
銀
の
経
営
統
合
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一
転
し
て
協
調
を
促
す
内
容
に

市
場
は
好
感

　

米
国
時
間
の
２
月
28
日
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
上
下
両
院
合
同
会
議
で

演
説
を
行
っ
た
。
1
年
目
の
新
大
統

領
の
一
般
教
書
演
説
に
代
わ
る
も
の

で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
施
政
方

針
が
示
さ
れ
た
。
一
部
で
減
税
な
ど

経
済
政
策
の
詳
細
が
公
表
さ
れ
る
と

の
見
方
が
あ
っ
た
が
、
人
事
の
遅
れ

な
ど
も
あ
り
、
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
。

し
か
し
、
①
対
立
を
強
調
す
る
よ
う

な
就
任
演
説
（
１
月
20
日
）
と
は
ま

っ
た
く
異
な
り
、
協
調
を
促
す
内
容

だ
っ
た
こ
と
、
②
就
任
後
に
移
民
の

入
国
制
限
等
の
混
乱
を
招
く
政
策
を

行
っ
た
影
響
で
、
今
般
の
演
説
に
対

す
る
事
前
の
期
待
値
が
低
く
な
っ
て

い
た
こ
と
、
③
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
規

模
を
１
兆
㌦
と
し
た
こ
と
│
│
な
ど

を
背
景
に
、
金
融
市
場
は
総
じ
て
好

感
を
示
し
た
。

　

米
株
式
市
場
の
主
要
な
株
価
指
数

は
最
高
値
を
更
新
し
た
。
為
替
市
場

で
は
、
ド
ル
は
対
円
、
対
ユ
ー
ロ
で

強
含
み
、
ド
ル
高
が
進
ん
だ
。
10
年

米
国
債
利
回
り
は
演
説
へ
の
反
応
は

限
定
的
だ
っ
た
が
、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
金
融
政
策

に
対
す
る
見
方
の
変
化
に
よ
り
、
水

準
を
切
り
上
げ
た
。
日
本
株
は
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
演
説
を
受
け
て
３
月

1
日
に
上
昇
に
転
じ
、
２
日
は
米
国

株
高
な
ど
を
受
け
て
水
準
を
切
り
上

げ
た
。

「
米
国
第
一
主
義
」と

大
統
領
選
以
降
の
実
績
を
強
調

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
演
説
の
冒

頭
で
「
い
ま
偉
大
な
米
国
の
歴
史
の

新
し
い
章
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
０
１
７
年
２
月
₂₈
日
、
上
下
両
院
合
同
会
議
で
演
説
し
、
米
国
第
一

主
義
と
大
統
領
選
以
降
の
実
績
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
。「
10
年
で
１
兆
ド
ル
の
イ
ン
フ
ラ
投

資
」
を
除
く
と
、
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
具
体
的
な
税
制
改
革
案
や
国
境
調
整
税
へ
の
言
及

は
な
か
っ
た
が
、
金
融
市
場
は
総
じ
て
好
感
し
た
と
い
え
る
。
米
国
経
済
が
底
堅
く
推
移
す
る

な
か
、
米
株
式
市
場
で
は
「
ト
ラ
ン
プ
相
場
第
２
弾
」
が
継
続
し
て
い
る
が
、
米
国
債
金
利
・

ド
ル
円
は
予
算
法
案
が
成
立
す
る
夏
場
ま
で
レ
ン
ジ
相
場
が
続
く
可
能
性
が
高
い
と
み
て
い
る
。
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